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1．目的 
本研究は、NICU入院中から退院後の NICU在宅移行時に、NICU看護師と訪問看護師が連携・
協働の在り方を見出すことを目的とする。 
2．用語の操作的定義 
1）NICU(Neonatal Intensive Care Unit)：広義的な捉え方である NICU(GCU：Growing Care 
Unit も含む)とする 
2）NICU 看護師:NICU 勤務の退院支援看護師のことを指す  
3．方法 
 1) 研究デザイン：質的研究  
2) 調査場所：A 病院の会議室  
 3) 調査期間：2019 年 2 月 12 日～2019 年 3 月 16 日 
 4) 研究期間：2019 年 2 月 12 日～2024 年 3 月 31 日まで  
 5) 対象選定基準  
   a) A 病院 NICU に勤務している退院支援看護師（研究対象施設では、プライマリー看
護師の他に退院支援に長けている院内認定の退院支援看護師が児の退院調整を
行っているためその退院支援看護師を対象とする）  
     b) A 病院から退院した児を訪問看護した経験のある訪問看護師  
6) データ収集内容  
①NICU 看護師と訪問看護師の役割、② NICU 看護師と訪問看護師の看護支援内容、 
③連携・協働の課題、④連携・協働のニーズ、⑤連携・協働の改善点 
7) データ収集方法  
   グループインタビュー後に統合的分析（質的統合法）  
 8）倫理的配慮  
   本研究は、聖隷クリストファー大学倫理委員会（承認番号：18059）、研究対象施設の
倫理委員会（承認番号：2971）の承認を得てから実施した。  
4．結果 
 本研究は、 NICU 看護師 12 名と NICU 訪問看護師 11 名から結果が得られた。  
NICU 在宅移行時の NICU 看護師・訪問看護師の連携・協働についてのニーズとして、以
下 5 つのカテゴリーが抽出された。【母親の気持ちの変化を知りたい】、【母親の頑張りを支
えたい】、【情報共有したい】、【病状を知りたい】、【ヘルスリテラシーの強化をしたい】が
挙げられた。ニーズに対しての今後の改善点としては、以下が示された。看護サマリーに
NICU 入院初期も含めた入院中の母親の気持ちの変化を記載する。退院前後の家庭訪問の実
施時には、看護支援内容を各看護師に直接連絡する。  
5．考察 
 NICU 在宅移行時の NICU 看護師・訪問看護師の連携・協働は、同一な目線で話し合える
関係づくりを今回行ったことで、NICU 看護師・訪問看護師が直接情報交換を行う必要性を
見出し、実践することとなった。今後は、NICU 看護師・訪問看護師の連携・協働を、在宅
移行期に深めることで、患児や母親の在宅での安心に繋がるであろうと考えられる。  
